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１．全体像と各部
１．１ システムの全体像

ローコスト蓄電は、３つの要素でできています。

●充電

・太陽光パネル

・家庭用電源

●蓄電

・蓄電池に電気をためておく

●放電

・家電を稼動させる

･冷蔵庫、エアコンなど
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１．２ 各部の名称と機能

①ソーラーパネル





②充電器



この２４Ｖdcに設定して使用いたします。（設定済み）

バッテリーが２４ボルト仕様（１２ボルト直列２個）のため。



④コントローラー（ＭＯＲＮＩＮＧＳＴＡＲ社製）

詳細は、別紙の製品取扱説明書（裏面が保証書）をご覧ください。

メーカーの説明書なので難しいことが書かれてありますが

概略の機能は、ソーラーで発電した電気をバッテリーに充電するときに
バッテリーがいっぱいの場合は、少なく充電し
バッテリーが少ない場合は、多く充電する
このような働きをします。
バッテリーの残量の目安を示すランプがあります。



⑤モニタ（ＭＯＲＮＩＮＧＳＴＡＲ社製）

詳細は、別紙の製品取扱説明書（裏面が保証書）をご覧ください。

メーカーの説明書なので難しいことが書かれてありますが

概略の機能は、
ソーラーで発電している電圧
バッテリーの電圧
ソーラーから充電しているワット数
バッテリーの残量の目安を示すランプがあります。
（上記のコントローラーのランプと同じ動きをしますが、多少タイムラグ（時間のズレ）が発生することがあります。）
バッテリーの残量のランプは、コントローラーのランプを優先して参照してください。



⑥インバーター（電菱製）

詳細は、別紙の製品取扱説明書（裏面が保証書）をご覧ください。

概略の機能は、直流（バッテリー）の電気を交流（家庭用）の電気に変換する機械です。

１０００ワット仕様ですので、家電を１０００ワット以上使用しますと自動停止します。

以下の出力ワットを目安にご使用ください。

冷蔵庫 200 ワット （１５ワット～２００ワットと変化しますので注意が必要です）
アイコン 700 ワット （３０ワット～７００ワットと変化しますので注意が必要です）
ディスクトップパソコン＋プリンタ 140 ワット
ノートパソコン 30 ワット
インターネット・電話 35 ワット
テレビ・アンテナ 201 ワット
トイレ 94 ワット
証明（７ワットＬＥＤ１０個） 70 ワット

自動停止した場合は、蓄電から電気をとっている家電を一度はずし
インバーターの電源を入れていただければ、再起動いたします。



⑦停電自動切換え装置

通常は、電力会社の電気を使用していますが、停電になったら、自動的に蓄電池の電源に切り替えてくれるすぐれものスイッチです。
停電が解除されたら、自動的に電力会社の電源に切り替わります。



⑧電源切り替えスイッチ

このスイッチは、停電していない場合に
蓄電の電気を使用するときに使います。

この使い方は、スイッチを切り忘れると
バッテリーの電気をほとんど使い切ってしまいますので
注意が必要です。

このようなタイマーを使用するとスイッチの切り忘れが
なくなるので、良いと思います。
※参考まで

この状態は東電から
電気をとっているこ
とを示します。

こちらは蓄電から電
気をとっていることを
示します。



⑨バッテリー









２．操作
２．１ 起動手順

●蓄電を稼動させる

①と書かれたこのスイッチを上（ＯＮ）にする



②と書かれたこのスイッチを上（ＯＮ）にする

③と書かれたこのスイッチを上（ＯＮ）にする

※上がＯＮ 中間がＯＦＦ、下がリモート

通常リモートは使用しません。



２．２ 停止手順

●蓄電を停止する
スイッチ、④、③、②、①の順番でスイッチを下（ＯＦＦ）にする

※蓄電システムを停止する必要が出てくるのはないです。
停止する必要があるのは、システムを移動するとか
システムを変更するなどです。

④と書かれたこのスイッチを上（ＯＮ）にする



２．３ 家庭用電源での充電

●バッテリーを充電する

曇りや雨の日が続き、ソーラーからの充電が満足でない場合
深夜電力を使ってバッテリーを充電するのに使います。

計画停電が始まったとき、停電の前日にバッテリーの残が少ない場合
深夜電力を使ってバッテリーを充電するのにも使います。

●バッテリー充電を止める

充電と書かれたこのスイッチを上（ＯＮ）にする

充電と書かれたこのスイッチを下（ＯＦＦ）にする



２．４ 停電ではないときに蓄電池の電気を使用する

●スイッチを右へ：東電から電気を取る（通常はこの位置）

●スイッチを左へ：停電ではないときに、蓄電から電気を取る



３．ローコスト蓄電の特徴と賢い使用方法

３．１ ローコスト蓄電の特徴
ローコスト蓄電は、停電対策として作成されました。
計画停電が始まっても３時間は冷蔵庫、エアコンが使用できるというのが趣旨です。

想定し得る現象として

・計画停電
・不意の停電
・長期の停電

計画停電対策には、十分です。これから計画停電が始まっても想定している守るべき家電は、十分に稼動させることができます。
不意の停電については、自動切換えスイッチにより、想定している守るべきｊ家電は、十分に稼動させることができます。

長期の停電については、
ブラックアウトといって復旧のめどがたたないとき連携用の太陽光発電とつないで
迅速に自給自足の電気を確保することができるようにする。

この想定は、連携用の太陽光発電を少なくても２ｋｗ設置されているご家庭に適応されるものとします。
この想定は、最悪の事態ですが、連携用の太陽光発電を設置しているご家庭なら、蓄電システムの

バッテリーの個数を追加
コントローラーの容量を大きいものに変更
インバーターの容量を大きいものに変更
これで自給自足の電気生活が可能になります。

部品の追加、交換のみで対応が可能となります。
ローコスト蓄電は、連携用の太陽光発電があることを前提として
考案されています。

そうすれば、最悪の事態も切り抜けられると考えています。
ローコスト蓄電の単独の設置は
計画停電対策と不意の停電対策のみとなります。



３．２ 賢い使用方法

非常事態に対応するのが目的ですが
ソーラーで発電した電気を使い、長くバッテリーを持たせるには
昼間に太陽が出ていて、バッテリーの充電状態はフル（いっぱい）ならば
発電分の電気を使用するのが、賢い使用方法です。

ソーラーで発電している電気を使用する分には
バッテリーの負荷はほとんどかかりませんので、バッテリーは長持ちいたします。

晴れの日に、タイマーを使い、晴れ具合によって、１時間バッテリーの電気を使う
というようにするのが、一番賢い使用方法となります。

タイマーについては、別途ご提案させていただきたいと思います。


